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ちょっと体を動かす?

ダラダラ過ごす?

新生活が始まって2カ月。仕事、家事、育児などに追われる中で、
自分のことが後回しになっていませんか。
現代の生活が便利になっていく一方で、気づかないうちに体を動

かす機会は減っています。通勤は自動車や電車、買い物もインター
ネットで済み、買い物に出る機会も減っています。
体を動かすことは、日常生活で感じやすい疲労や肩こりの軽減や、

気分転換による疲労感の軽減などにつながります。長時間同じ姿勢
で過ごすことが多い現代では、意識的に体を動かす時間をつくるこ
とが、健康維持には欠かせません。日々の生活に無理のない範囲
で運動を取り入れ、心身ともに健やかな毎日を過ごしましょう。

健康づくりにとって必要なのは、特別
な運動だけではありません。中でも「歩
くこと」は、誰でも始めやすく、毎日の
生活に取り入れやすい身近な運動です。
歩くことは、生活習慣病予防や健康維持
にもつながる可能性が報告されていま
す。
また、歩数に加え、少し早歩きなどを
することで、生活習慣病や認知症、要介
護などの健康リスクの低下にもつながる
可能性が示されています。

京都大学などの研究グループによる
と、1日8,000歩以上歩く日が週1～ 2
日ある人では、全死亡リスクが14.9％低
下することが報告されています。週3日
以上歩く場合の低下率は16.5％で、週に
数日でも一定の歩行習慣が健康に有効で
ある可能性が示されています。

体を動かすことが大切だと分かっていても、いざ
始めるとなるとハードルを感じるものです。また、普
段家事や仕事をしている人にとってはなかなか始める
きっかけを見つけることが難しいかもしれません。
そんな人におすすめなのが、家事や仕事、移動の

合間にできる「ながら運動」。
厚生労働省では、歩行や家事、通勤、階段の昇り

降りなど、日常生活の中で体を動かす活動を増やす
ことが重要だとしています。毎日の生活の中で少し体
を動かすだけでも、健康づくりの第一歩になります。

厚生労働省では、「今より10分多く体を動かす」ことを推奨してい
ます。これは歩数に換算すると、約1,000歩に相当します。まずは、
無理なく続けられる「ながら運動」で、健康習慣を始めてみましょう。

「運動しなきゃ」 と思っていても、 忙しくて時間が取れない。 継続できない―。
こんな変化、思い当たることはありませんか?

歩数が多いほど、さまざまな病気予防につながる

※病気の予防には個人差があり、必ずしも効果を保証するものではありません。
参考： 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

の中之条研究を基に作成

今より

10分
多く体を動かす

約

1,000歩
増やす

＝

これらは、続けることで効果があります。続けるためには楽しめることも大切。
次のページではいつもの『歩き』を楽しく続けるために活用できるスマートフォンアプリを紹介します。

疲れが取れにくい

肩こりやだるさを
感じる

ぐっすり眠れない
日がある

気分転換の時間が
とれていない

あなたは どっち？

　まずは一日10分でも多く、
歩く機会を増やすことを心掛
ける。さらにできたら、歩幅を
大きめにサッサッと速く歩くこ
とを意識する。

　階段の昇り降りは脚の筋力
アップに効果的。膝を高めに
持ち上げて、足の裏全体で階
段を蹴り、つま先からしっかり
と着地することを意識する。

　かかとをゆっくり持ち上げて
3秒キープし、ゆっくり下ろす。
10～ 20回程度が目安。

　1時間に1回を目安に立ち上
がり、1～ 2分歩いたり、背伸
びをしたりする。長時間同じ姿
勢を続けないことが健康維持
に。

まずは 「ながら運動」 から

運動の基本は 『歩くこと』 週に1～2回8,000歩以上歩くことで死亡リスクも低下

例）

参考 ： 厚生労働省 e- ヘルスネットを基に作成

参考 ： 『JAMA Network Open』 2023 年掲載論文

ウオーキングで買い物 通勤などで昇降運動 歯磨きしながら
かかと上げ

デスクワークを
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▶問い合わせ　健康課（内線361～364）

※他ポイント対象事業は、順次市報ぎょうだ、市ホームページなどでご案内します。

健康づくりチャレンジポイント事業

健康づくりに取り組んだ方へ商品券をプレゼント

【アプリのダウンロード・操作などに関する問い合わせ】 詳しい
登録方法はこちら

アプリをダウンロード

歩くだけでポイントが 貯まる！ ランキング表示 地図機能
（日陰マップ・日陰
ルート）

全国約800件の
ウオーキングコース

抽選で賞品が 当たる！

中央のバナーから会員登録 登録完了

コバトンALKOOマイレージコールセンター

TEL.0570－015566（午前9時～午後5時。土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

イベント
で

ポイント
GET!

アプリ
の

特徴

　イベント参加でもポイントを取得で
きます。令和8年度は次のとおりです
（予定含む）。

実施月 イベント名 ポイント数

6月～ ALKOOアプリ登録会
※期間中1回のみ 500pt

7月5日㈰ 健康フォーラム 1,500pt

7月～令和9年2月 集団健（検）診、または特定保健指導
※期間中1回のみ 3,000pt

10月下旬～11月上旬 ウオーキングイベント 3,000pt

ながらで差がつく! 健康習慣づくり教室
▶日時　6月26日㈮午後2時～3時30分（午後1時45分から受け付け）
▶場所　行田グリーンアリーナ柔道場

▶内容　健康運動指導士による、これ
からの夏に向けた簡単・継続的にでき
る運動を実技を交えて学習する講座
▶対象　市内在住の方
▶定員　30人（先着順）
▶参加費　無料
▶持ち物 筆記用具、室内用運動靴、水分補給できるもの、タオル
▶ その他 講座終了後、コバトンALKOOマイレージの登録会も実施
▶申し込み 電話、直接、市公式LINEのいずれかの方法で健康課

いつもの歩きを、
 続ける楽しみに。

「コバトンALKOOマイレー
ジ」は、埼玉県が提供するス
マートフォン向けの健康増進
事業で、行田市でも今年4月
から実施しています。
通勤や買い物など、日常の
歩きを記録し、楽しみながら
続けられるのが特徴です。歩
数に応じてポイントも貯まり、
無理なく健康づくりにつなげる
ことができます。
ぜひご活用ください。

※画像は全てイメージです

利用無料

市では、健康づくりを推進するために、健（検）診の受診やウオーキング・健康教室（認定講座）への
参加など次の条件を満たした方に、行田商店共通商品券（1,000円分）をプレゼントしています。

▶対象　次の①～③の全てに該当する方が対象です。
①市内在住で20歳以上の方（令和9年3月31日現在）
② 特定健診または後期高齢者健診、人間ドック、職場の健診、市の健康診査のいずれかを
受診した方
③次のア～クの3項目以上に該当する方
 ア. 各種検診（胃・肺・大腸・子宮・乳がん検診、肝炎ウイルス・骨粗しょう症検診）の受診
 イ. 歯周病検診・歯科受診
 ウ. 行田市もの忘れ検診（認知症検診）の受診
 エ. 健康づくりチャレンジポイント認定講座への参加
 オ. 健康課による健康相談・特定保健指導の利用
 カ. 薬局での糖尿病予防に向けた検体測定検査の実施
 キ. ウオーキングの実施（1カ月15万歩以上を3カ月継続）
 ク. 健康レシピ認定店・空気も美味しいお店の利用
※定期的な医療機関受診の検査結果は、該当になりません（歯科受診のみ医療受診も対象）。
※健康づくりチャレンジポイント認定講座は申し込み制です。
　詳細は「市報ぎょうだ」で随時お知らせします。
※ウオーキングは毎日の歩数が確認できるものを持参ください（3カ月連続）。
▶持ち物　健（検）診結果、参加記録、領収書などの原本
▶申し込み　令和9年3月5日㈮までに直接健康課（内線 361～364）※必ず本人が来庁 市ホームページ

※ アプリの利用自体は無料
（通信料は自己負担）。市ホームページ

満18歳以上で行田市に在住または在勤されている方がご利用できます。
※必ず、在住の方はお住いの住所、在勤の方は職場の住所で登録してください。

「ALKOO」アプリをダウンロードし、歩数が表示さ
れるトップ画面まで進みます。

　このアプリは、毎日の歩数やイベ
ント参加などにより、ポイントを獲得
することができるスマートフォン向
けアプリ。貯まったポイントで、デジ
タルギフトなどの景品が当たる抽選
（年4回）に参加できます。

歩いた記録を
毎日自動保存
　歩数（毎日の合計
歩数・ベスト記録・
平均歩数）、移動し
たルート、移動距離、
消費カロリー、訪れ
た場所・写真が毎日
保存されます。

　歩数に応じて順位
が表示され、他の参
加者の状況も確認で
きます。
　また「行田市」チー
ムとして、他自治体と
の競いに貢献できま
す。ぜひ、1位を目指
しましょう!

　いつもと違うコー
ス探しや、観光でのお
散歩に活用できます。

　日陰を優先して提
案してくれる機能。
　3Dマップでどこに
日影があるかわかり
ます。

名前、住所（在勤・在学の方は勤務地・学校
の住所）、生年月日など必要な情報を入力して
ください。

「登録が完了しました」の画面が出たら、
登録完了です。

❶ ❷ ❸
参加方法

お得

市公式LINE
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行政のお知らせ

令和8年度行田市感謝状贈呈式を開催しました

　4月17日、株式会社大堰観光バスと「災害時における
人員等の輸送に関する協定」を締結しました。
　この協定に基づき、災害発生時には、被災者、帰宅
困難者、応援職員およびボランティアの輸送を提供し
てもらいます。これにより、市民の安全確保や災害か
らの早期復旧が期待されます。
▶ 問い合わせ　危機管理課（内線281）

　「ジャパン・フード・セレクション」第97回食品・
飲料部門（主催・日本フードアナリスト協会）で、「行
田在来青大豆」商品開発・販売促進協議会 副会長の
長島寛さん（有限会社かどや豆腐店（宮本））が作る「行
田在来青大豆 ゆば」がグランプリを受賞しました。
　4月27日、同会会長の関和英之さんとともに受
賞報告のため市役所を訪問しました。行田市長から
「ふるさと納税の返礼品などにより、多くの方にこ
のおいしさを知ってもらいたい」とお祝いと励まし
の言葉が贈られました。
▶ 問い合わせ　農政課☎580―3013

　4月14日、佐川急便株式会社北関東支店と「災害時に
おける支援物資の受入及び配送等に関する協定」を締結
しました。
　この協定に基づき、災害発生時には、全国からの支
援物資を指定避難所などを通じて被災者に円滑に届け
る体制が整います。これにより、被災者の生活環境の
向上が期待されます。
▶ 問い合わせ　危機管理課（内線281）

　教育委員会では、「行田市義務教育学校設置に向けた再編
計画」に基づき、令和12年度に開校を目指す忍・行田・埼
玉・太田中学校区を通学区域とする義務教育学校の整備に
向けて、設計や工事を進める上での基本的な考え方や指針
を示す基本構想の作成に取り組んできました。
　基本構想の作成に当たっては、該当地区の児童生徒、保
護者、地域の皆さんおよび教職員を対象としたアンケート
を実施した他、代表者によるワークショップを開催し、新
校を整備する上でのコンセプトや備えるべき施設・機能な
どについて提案をいただきました。
　その後、皆さんからいただいた提案を踏まえ、基本構想
案を作成し、説明会や市民意見募集を経て、令和8年4月に
「行田市忍・行田・埼玉・太田中学校区義務教育学校（仮称）
基本構想」を策定しました。
　基本構想では、新校で目指す学校教育や学校を整備・運
営する上での考え方の他、施設規模、新校の敷地、配置計画、
平面計画のイメージなどについて示しています。
　今後は、基本構想に基づき、新校の建物の構
造、各階の基本的なレイアウト、建物内外のデ
ザインなどを基本設計で定めていく予定です。
　引き続き、魅力ある義務教育学校の設置に
向けて、取り組んでいきます。
▶ 問い合わせ 教育総務課学籍・学校再編担当☎556―8311

　4月23日、郷土博物館で令和8年度行田市感謝状贈
呈式を開催しました。
　これは地域への貢献や市民福祉の向上などに取り組
まれてきた方たちに感謝の意を示すもので、今回は11
人の方たちに感謝状を贈呈しました。
▶ 感謝状の贈呈（順不同・敬称略）　
多くの市の附属機関等で委員を務め地域福祉の向上に貢献
　　長島　敬二
多くの市の附属機関等で委員を務め地域福祉の向上に貢献
　　山﨑　孝子

国指定重要文化財の保護を通じて地域の歴史・文化の伝承に貢献
　　野村　正幸
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　篠塚　喜助
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　宮田　隆
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　柿沼　利之
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　坂本　邦孝
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　松島　弘
子どもたちの見守り活動を通じて安心安全な地域の形成に貢献
　　内山　幹夫
見守り活動や体験学習を通じて青少年の健全育成に貢献
　　特定非営利活動法人　ふるさと創生クラブ
　SLの清掃を通じて地域の環境保全・魅力向上に貢献
　　東日本鉄道OB会　高崎地方本部行田支部

▶ 問い合わせ　総務課文書管理担当（内線218）

株式会社大堰観光バスと「災害等発生時における
人員等の輸送に関する協定」を締結しました

「行田在来青大豆 ゆば」がジャパン・フード・
セレクションでグランプリを受賞しました

佐川急便株式会社北関東支店と「災害時における支援
物資の受入及び配送等に関する協定」を締結しました

行田市忍・行田・埼玉・太田中学校区
義務教育学校（仮称）基本構想を策定しました
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蔭山　好信 氏
（76歳・行田）

元日本弁護士連合会理事

神田　利治 氏
（71歳・斎条）
元行田市消防団長

加藤　栄 氏
（70歳・城西）

元さいたま区検察庁副検事

山﨑　正晴 氏
（73歳・長野）
元県警部
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行田市長に受賞を報告する
長島寛さん（右）と関和英之さん（左）

協定を締結した福元支店長（左）と行田市長協定を締結した長島代表取締役（左）と行田市長

市ホームページ
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行政のお知らせ

夏休み期間中の預かり保育を学童保育室で行います

2026年の田んぼアートのテーマが決定しました健康診査を受けましょう

令和8年度「もの忘れ検診」

　市では、防災行政無線を市ホームページ、市公式
LINE、浮き城のまち安全・安心メールと連携し、市民の
皆さんに迅速に情報発信ができる体制を構築しています。
　このたび、次のとおり防災行政無線および情報発信
の試験放送を行います。
　また、全国瞬時警報システム（Jアラート）による、緊
急地震速報訓練を次のとおり実施します。

【防災行政無線の試験放送および情報発信】
▶�試験日時　6月16日㈫午前10時ごろ（放送に併せ
て、市ホームページ、市公式LINE、メールが配信さ
れます）
▶�放送内容　上りチャイム音→「こちらは防災行田で
す。これは、防災行政無線の試験放送です。こちら
は防災行田です。」→下りチャイム音

【緊急地震速報訓練】
▶�訓練日時　6月17日㈬午前10時ごろ（市ホームペー
ジ、市公式LINE、メールは配信されません）
▶�放送内容　上りチャイム音→「こちらは防災行田で
す。ただいまから訓練放送を行います。」→緊急地震
速報チャイム音→「緊急地震速報。大地震です。大地
震です。これは訓練放送です。」（※3回繰り返し）→「こ
ちらは防災行田です。これで訓練放送を終わります。」
→下りチャイム音

▶�問い合わせ　危機管理課（内線282）

　水城公園東側園地「じゃぶじゃぶ池」の利用を7月1日
㈬から開始します。
▶�利用期間　7月1日㈬～ 9月30日㈬午前9時～午後
4時30分
▶�利用上の注意　
　◦�お子さんには、大人が必ず付き添い、目を離さな

いでください。
　◦�おむつでの利用はできません。水遊び用おむつを

ご使用ください。
　◦�裸足で入ったり、走ったりしないでください。
　◦�風が強いとき、雨が降っているとき、または利用

者の安全・安心を確保するために必要なときは、
利用を中止することがあります。

　◦�利用上の注意に関する詳しい内容は、現地の案内
板をご確認ください。

　◦�上水道を利用した循環方式により、ろ過、滅菌処
理を行っていますが、安全のため水は飲まないで
ください。

▶�問い合わせ　都市計画課公園担当☎550―1550

　夏休み期間の児童の預かり保育を、定員に空きのある常設の学童保育室で実施します。利用を希望される方は期限
までに申請してください。

▶�利用期間　7月21日㈫～ 8月31日㈪（市内小学校夏
休み期間中のみ）※日曜日、祝日を除く
▶�利用時間　午前7時30分～午後7時
▶�利用料　7月分、8月分の2カ月分（いずれかの月の
み利用の場合は1カ月分）
　※�利用料は、通常の学童保育室保育料が適用されま

すが、小学校の長期休業期間（夏休み期間など）に
限り学童保育を利用する場合は、通常の保育料を
当該月の開室日数で除し、長期休業期間における
開室日数を乗じて得た日割りの額（100円未満切り
捨て）となります。

　※�8月は1カ月間の入室が可能となるため、日割り計
算の対象外です。

▶�利用基準　次の利用基準に該当する方
　◦�勤務終了時間が正午以降であること
　◦�勤務日数が月平均15日（1年生12日）以上であるこ

と
　◦�保育が可能な同居（同敷地内）の親族がいないこと
　◦�自宅における保育が難しいこと（家族の病気や介護

などを含む）
▶�申請方法　子ども未来課で配布している申請書（市
ホームページからダウンロード可）に必要書類を添付
の上、6月17日㈬までに直接（土・日曜日午後を除
く）、または行田市電子申請・届出サービスにより同
課
▶�注意事項　
　◦�定員に空きがある学童保育室へ申請することがで

きます。学童保育室の空き状況は市ホームページ
をご確認ください。

　◦�申請書類に基づき審査を行い、優先度の高い方か
ら順に利用を決定します。

　◦�学童保育室への送迎は、保護者が行ってください。
▶�問い合わせ　子ども未来課子ども・子育て担当（内線
262）

月額の学童保育室保育料が5,000円の場合（7月）は
1,900円
◦5,000円／月÷26日（月の開室日数）×10日
　（夏休み期間の開室日数）≒1,900円
�月額の学童保育室保育料が7,000円の場合（7月）は
2,600円
◦7,000円／月÷26日（月の開室日数）×10日
　（夏休み期間の開室日数）≒2,600円
月額の学童保育室保育料が9,000円の場合（7月）は
3,400円
◦9,000円／月÷26日（月の開室日数）×10日
　（夏休み期間の開室日数）≒3,400円

　2026年の田んぼアートは、「最も売れているビデオゲーム」として本市の田んぼアート同様に「ギネス世界記録」に認
定されている『Minecraft』とコラボレーションします。
　数々の『Minecraft』の人気キャラクターとともに、本市の田んぼアートが鑑賞できる人気スポット「行田タワー」が中
央に描かれ、にぎやかで可愛らしいオリジナルのデザインとなっています。
　6月13日(土)・14日(日)に田植えイベントが行われ、7月下旬から10月中旬までが見頃となりま
す。稲の成長とともに日々色彩が変化しますので、ぜひ行田タワーにお越しください。
▶問い合わせ　田んぼアート米づくり体験事業推進協議会事務局（農政課内）☎580―3013

　健診を受けて自分の体の状態を知り、生活習慣病を
防ぎましょう。
▶�期間　6月1日㈪～令和9年2月28日㈰
▶�場所　市内指定医療機関
▶�対象　次のいずれかに該当する方
　①�昭和62年4月2日～平成23年4月1日生まれの方

で、職場などで健診機会のない方（学生を除く）
　②40歳以上の生活保護受給者
▶�費用　1,000円※生活保護受給者中の方、特定中国
残留邦人等で支援給付を受けている方は無料
▶�検査項目　身長・体重測定、腹囲、理学検査、血圧
測定、血液検査、尿検査など
▶�申し込み　市公式LINE、直接、電話のいずれかの方
法で健康課
▶�問い合わせ　健康課（内線361～ 364）

　65歳未満の方が発症する「若年性認知症」は、進行し
てからようやく認知症だと分かることが多いため、診
断が遅れてしまう傾向にあります。
　認知症は、早期発見・早期治療をすれば、進行を遅
らせることができます。
　若年性認知症の早期発見のために、もの忘れ検診を
積極的に受診しましょう。

▶�期間　令和9年2月28日㈰まで
▶�対象　本市に住民登録がある方のうち、令和9年3月
31日時点の年齢が50～ 70歳（昭和31年4月2日～
昭和52年4月1日生まれ）の方（認知症治療中の方を
除く）
▶�内容　問診、浦上式検査（医師の質問に答える検査法）
▶�費用　無料
▶�受診方法　
　①�行田市電子申請・届出サービス、直接、電話のい

ずれかの方法により高齢者福祉課へ申し込み、「行
田市もの忘れ検診受診票」の交付を受ける。

　②�交付を受けた後、市が指定する下
記医療機関に予約し、受診する。

　※�令和8年3月以前に交付された受
診票は使用できません。

▶�実施医療機関　
医療機関名 住所 電話番号

医）行仁会
加藤内科医院 旭町3―2 556―3253

医）社団清幸会
行田中央総合病院

富士見町
2―17―17 553―2000

医）結び会
松原医院 長野1―17―3 553―6700

▶�申し込み・問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア
担当（内線278）

防災行政無線の試験放送および
緊急地震速報訓練を実施します

水城公園の「じゃぶじゃぶ池」の
利用を開始します

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ
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　後期高齢者医療制度に加入されている方は、マイナ保険証(健康保険証として利用登録をしたマイナンバーカード)
の有無に関わらず、全員一律に「資格確認書」が交付されていますが、マイナ保険証の利用促進のため、8月から次の
とおり交付要件が変わります。

マイナ保険証をお持ちの方 マイナ保険証をお持ちでない方

84歳以下
（令和8年
8月1日時点）

「資格確認書」を交付

85歳以上
（令和8年
8月1日時点）

全員に「資格確認書」を交付

▶問い合わせ　健康課保険年金担当(内線226・227)

行政のお知らせ

　私有地から車道や歩道に樹木や草がはみ出ていると、
歩行者や自動車の通行に支障をきたし、事故の原因とな
る可能性があり大変危険です。
　はみ出た樹木が原因で事故につながった場合、所有者
に損害賠償が発生することがあります。安心して道路を
利用できるよう、樹木の剪定や伐採などを行い、適正な
管理をお願いします。

▶問い合わせ　管理課☎550―1552 ▶問い合わせ　文化財保護課☎553―3581

　平成28年度に本市と武蔵野銀行で地方創生に係る包
括連携協力に関する協定を締結したことを受けて、さい
たま市にある武蔵野銀行本店 M’s SQUARE(エムズスク
エア)において、5月9日から5月27日までの間、日本
遺産をはじめとした本市の観光や産業などの魅力を発信
する展示を行いました。
　また、同市のソニックシティホール1階の展示スペー
スでは、本市の日本遺産の紹介や、城下町行田の武家文
化の側面を紹介する展示を6月24日㈬まで行っていま
すのでぜひご覧ください。

ソニックシティ展示
▶ 期間　6月24日㈬まで
▶ 場所　ソニックシティホール１階エントランス(さい
たま市大宮区桜木町1―7―5)

固定資産税に関する家屋実地調査にご協力を
　市では現在、家屋の新築・増築および取り壊し調査を
行っています。調査には、職員が2人1組で伺いますの
でご協力をお願いします。
　なお、職員は職員証を携帯しています。職員証の提示
がないなど不審に感じた場合は、税務課までご連絡くだ
さい。

家屋を取り壊したら届け出を
　家屋を取り壊した場合には、「家屋取壊届出書」を税
務課へ提出してください。また、登記してある家屋につ
いては、法務局で滅失登記の手続きを済ませてください。
これらの手続きが行われない場合には、税務課で家屋の
取り壊しが確認できないことがあります。
　「家屋取壊届出書」は税務課で配布している他、市ホー
ムページからダウンロードできます。また、行田市電子
申請・届出サービスから届け出もできますので、ご利用
ください。

▶問い合わせ　税務課資産税担当(内線234）

「資格情報のお知らせ」を交付
※ 「資格確認書」の交付をご希望の場合
は申請が必要です。詳しくは、二次元
コードを読み取りご確認ください。

　市では、国民健康保険に加入されている方を対象に、医療機関受診状況(レセプトデータ)や特定健康診査の結果な
どから生活習慣病の重症化を予防するために、糖尿病性腎症重症化予防対策事業を実施しています。対象者には案内
を送付しますので、ぜひご活用ください。
　なお、この事業は、埼玉県と埼玉県国民健康保険団体連合会の共同で実施しています。事業内容は、次のとおりです。

保健指導(委託先：日本システム技術株式会社)
▶対象　現在、糖尿病で治療中の方
▶ 内容　食事や運動など、生活習慣を改善するための相
談支援です。かかりつけ医と相談の上、ぜひご参加く
ださい。

保健指導継続プログラム(委託先：日本システム技術株
式会社)
▶ 対象　令和5年～ 7年度に本事業の6カ月間の保健指
導プログラムを修了された方
▶内容　引き続き生活改善の相談支援を実施します。
　※ 対象者には、委託先の「日本システム技術株式会社」

から電話による参加の案内(☎0120―876―046）
を実施しますのでご理解とご協力をお願いします。

　生活習慣病は、自覚症状なく進行し、脳梗塞や心筋梗塞などを突然発症して重篤になることもあります。年1回の健
診で自分の身体を知り、健康寿命を延ばしましょう。

▶受診期間　6月1日㈪～令和9年2月28日㈰
▶対象　

健診名 対象 自己負担額

特定健康診査 令和8年4月1日までに行田市国民健康保険の加入手続きを
された40～ 74歳の方 無料

後期高齢者健康診査 埼玉県後期高齢者医療制度にご加入の方 無料

※健診の結果に応じて医師により治療が必要と判断された場合、治療に掛かる費用は自己負担となります。
▶場所・申し込み　

個別健診 集団健診

場所 市内指定医療機関 集団健診実施場所

申し込み 市内指定医療機関へ直接予約 健診予約ダイヤルへ電話またはWEBで予約

※ 集団健診は日程が決まっています。詳しくは、受診券に同封するパンフレットまたは市ホームページをご確認くだ
さい。なお、受診券が届かない場合や、令和8年4月2日以降に行田市国民健康保険に加入手続きをした方で特定健
診の受診を希望される方は、健康課へご連絡ください。
▶その他　
• 特定健康診査・後期高齢者健康診査と市の助成を受ける人間ドック(併診ドック)の両方を受診することはできません。
• 今年度内に75歳になる場合、特定健康診査は75歳の誕生日の前日までしか受診できません。75歳の誕生日以降は
後期高齢者健康診査を受診してください。
▶問い合わせ　健康課(内線361～ 364）

道路にはみ出た樹木などの管理を
お願いします

さいたま市で日本遺産などの
PR展示を行いました

生活習慣病重症化予防対策に基づく
「糖尿病性腎症重症化予防対策事業」を実施します

固定資産税に関するお知らせ

後期高齢者医療制度の「資格確認書」の交付要件が変わります 特定健康診査・後期高齢者健康診査が始まります

武蔵野銀行本店M's SQUAREでの展示の様子

ソニックシティホール１階での
展示の様子

受診案内(委託先：日本システム技術株式会社)
▶ 対象　糖尿病の治療が必要な方や治療を中断されてい
る方
▶ 内容　医療機関への受診案内を送付しています。案内
が届いた方は、医療機関へ受診をお願いします。
　※ 受診案内が届いた方を対象にサポートセンター (☎

0120―763―029）を開設しています。ご活用く
ださい。

▶問い合わせ　健康課保健事業担当(内線361）

市ホームページ
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剪定をお願いします
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行政のお知らせ

　埼玉県社会福祉協議会では、学費の捻出が困難な低所
得世帯の学生に対して、入学金や授業料など、大学など
への就学に必要な費用を貸し付ける教育支援資金貸付を
行っています。ぜひご利用ください。
▶対象世帯　世帯収入が生活保護基準のおおむね1.7倍
以下の低所得者世帯(地域や家族構成などで算出される
ため行田市社会福祉協議会にご相談ください)
▶対象となる学校と貸付金額　
高校　 【教育支援費】月額35,000円
　　　【就学支度費】500,000円(入学時のみ)
短大・ 専門学校【教育支援費】月額60,000円、
　　　【就学支度費】500,000円(入学時のみ)
大学　 【教育支援費】月額65,000円
　　　【就学支度費】500,000円(入学時のみ)
(注)•いずれの額も貸付上限額です。
　　• 教育支援費の主な使途は授業料、通学定期代など、

就学支度費の主な使途は入学金、制服代、教科書
代などです。

▶貸付利子　無利子
▶ 返済期間　20年(貸し付けを受けて修学した学校を卒
業して6カ月後から返済開始)
▶留意事項　
　• 就学する本人が申込者、世帯の生計中心者が連帯借

受人となります。
　• この貸し付けよりも優先してご利用いただく奨学金

があります。
　• 受験する学校が決まっている場合は、入学前(合格

発表前)でも申し込みができます。
　•申し込みは1年ごとに必要です。
　•貸し付けには審査があります。
▶実施主体　埼玉県社会福祉協議会
▶ 相談・問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557―
5400

　市では国や県の統計調査を行う統計調査員を募集しま
す。
▶登録資格　
　• 20歳以上で責任を持って業務を行える方(学生を除

く）
　• 調査上知り得た事項を他に漏らさない方
　• 税務、選挙および警察用務に直接関わりのない方
　• 暴力団員その他反社会的勢力と関係がない方
▶主な業務内容　
　• 市が開催する調査員説明会への出席
　• 担当調査区の確認
　• 調査票の配布および記入依頼、回収
　• 回収した調査票の整理、市への提出
▶身分・報酬　
　• 調査期間中は、国または県が任命する非常勤の公務

員となります。
　• 報酬は１調査あたり3～ 5万円程度です。
▶その他　
　• 従事期間は1～ 2カ月程度です。調査活動日時は、

調査期間内であればご自身の都合に応じて自由に設
定できます。

　• 統計調査は年に数回であり調査によって必要な調査
員数に変動があるため、不定期での従事となります。

▶申し込み　
　 　広報広聴課にご連絡ください。その後「調査員登録
申込書」を提出していただきます。

▶問い合わせ　広報広聴課統計担当(内線322・319）

　空き店舗などを活用して新たに事業を開始しようとす
る方に対し、出店に当たっての店舗改修や備品購入など
に係る費用の一部を助成します。

▶対象　次の全ての要件を満たす方
　• 市内で新たに事業を起こし、同一の事業を3年以上

継続しようとする方(他市町村で事業をしている方
や事業拡張を除く)

　• 市内の空き店舗などを賃借し、店舗などを設置しよ
うとする方

　•主に店舗への来客を対象とし、昼間の営業をする方
▶助成内容

空き店舗等改修助成事業 空き店舗等運営助成事業

助成対象 空き店舗などの建物本体
の改修費(消費税を除く)

事業の運営に係る設備や
備品購入費、宣伝などに
要する費用(消費税を除く)

助成額
対象経費の2分の1
(最大50万円、市外事業者
施工の場合は最大25万円)

対象経費の2分の1(最大
50万円)

※ 詳しくは、市ホームページをご確認く
ださい。

▶ 問い合わせ　商工観光課空き家・空き
店舗利活用支援担当☎580―3012

　これから台風が多く発生するなど、大雨のシーズンを
迎えます。大雨が降った際、円滑に雨水が浸透・排水で
きるよう、日頃から浸透ますなどの点検・清掃をしてお
きましょう。
　自宅や事業所の敷地内には、雨水を土中に浸透させる
ためのますが設置されていることがあります。ふたを開
け、ごみや土砂の詰まりがないか、ご確認をお願いしま
す。
　また、道路上の側溝は皆さんの協力により維持管理を
行っています。側溝内の土砂などを撤去された場合には、
市で回収を行いますので、道路治水課にご連絡ください。
▶ 問い合わせ　道路治水課維持補修・治水担当☎550―
1553

※過去の補助事例

　市では、足袋蔵などの歴史的資産を活用した景観整備を推進するとともに、地域の皆さんと一体となって、街なか
のにぎわい創出と地域活性化を図るため「ふるさとづくり事業」を実施しています。
　日本遺産構成資産などの歴史的建築物を改修した対外的な利活用や、行田地区およびその周辺における行田らしい
まち並み景観に配慮した外観の改修などを行う個人または事業者に対し、整備費用の一部を補助していますので、活
用をご検討ください。

▶主な補助要件　
　•市内業者の施工であること
　•観光まちづくりや地域活性化に協力すること
　•市税などの滞納がないこと
　•政治的または宗教的な活動を行っていないこと
▶その他　
　•審査委員会の審査を経るため、申請から決定までおおむね2カ月程度かかります。
　• A事業は事前協議が必要となるため、補助金の交付は、原則として同協議および審査委員会での採択を経た翌年

度になります。なお、同協議の受け付けは、おおむね10月上旬ごろまでです。
　•交付決定前に着手した事業は補助対象となりません。
▶ 問い合わせ　商工観光課空き家・空き店舗利活用支援担当☎580―3012、B事業のうち八幡通り沿線地区に関する
ことは都市計画課計画担当☎550―1550

補助対象事業 対象エリア 補助対象者 補助対象経費 補助率 補助上限額

Ａ．日本遺産構成資産等建築物改修・活用事業 ① 日本遺産
構成資産
の所在地
② 行田地区
およびそ
の周辺

建築物など
の所有者ま
たは建築物
を借用し補
助対象事業
を実施する
者

建物の改修
に係る工事
および設計
に要する費
用

3分の2以内 2,000万円
日本遺産構成資産もしくは足袋蔵な
ど歴史的建築物を改修し、または改
造し、その建築物を 10年以上にわ
たって対外的に利活用する事業

Ｂ．歴史的まち並み景観整備事業

行田地区お
よびその周
辺

建物などの
外観に係る
改修工事な
どに要する
費用

2分の1以内
※ 八幡通り
沿線地区
は3分の2
以内

100万円行田らしいまち並みの景観に調和さ
せる建築物などの設置または外観の
改修などを行う事業

Ｃ．おもてなし・にぎわい創出事業 建物などの
内装に係る
改修工事な
どに要する
費用

2分の1以内 40万円行田らしいまち並みの景観に調和し
た建築物などの利活用のための整備
を行う事業

～行田の歴史と文化を感じるまち並みづくり～
ふるさとづくり事業をご活用ください

教育支援資金をご利用ください

統計調査員を募集します

起業家支援事業助成金をご活用ください

大雨対策にご協力ください
改修および対外的な利活用
（シェア工房など）

景観に調和させる外観の改修
（店舗）

景観に調和させる外観の改修
（塀）

市ホームページ
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木造住宅の耐震診断および耐震改修等工事
をする方に補助金を交付します

▶対　　象　�昭和56年5月31日以前に着工した一戸建
ての住宅および兼用住宅

▶補助金額　①�耐震診断：診断費用の2分の1(上限5万円)
　　　　　　②�耐震改修工事：耐震工事費用の23パー

セント(上限20万円)
　　　　　　③�簡易耐震改修工事(耐震シェルターや防

災ベッドを設置する工事)：改修工事費
用の2分の1(上限10万円)

▶そ の 他　�詳細を建築開発課または市ホームページで
確認の上、申請してください。なお、申請
は診断または改修工事を行う前にする必要
があります。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

危険なブロック塀などの解体工事を
する方に補助金を交付します

　市では、危険なブロック塀などの解体工事をする方に
補助金を交付しています。

▶対　　象　�倒壊による通行人への危険性がある公衆用
道路に面した塀など

▶補助金額　�解体費用の2分の1(1平方メートル当たり
5,000円で上限10万円)

▶そ の 他　�詳細を建築開発課または市ホームページで
確認の上、申請してください。なお、申請
は施工業者との契約や改修工事を行う前に
する必要があります。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

「空き家のことアレコレ」をご活用ください
　市では、空き家に関する情報をまとめた冊子「空き家
のことアレコレ」をご希望の方に無料で配布しています。
適切な管理方法や相続登記のこと、空き家にしないため
の事前対策など、多様な内容が盛り込まれています。ぜ
ひご活用ください。
　冊子は、市役所や建築開発課（水道庁舎内２階）、公民
館などに置いています。また、市ホーム
ページでも内容を確認できます。

▶問い合わせ　建築開発課空き家指導担当
　　　　　　☎550―1551 市ホームページ

空き家の適切な管理に努めましょう
　適切な管理が行われていない空き家は、不審者に侵入
されたり、草木が繁殖し害虫が発生したりするなど、周
辺の生活環境に悪影響を及ぼします。
　また、所有者(相続人)の不適切な管理により他人に損
害を与えたときは、所有者(相続人)が責任を問われる
場合があります。日頃から空き家の適切な管理に努めま
しょう。

▶問い合わせ　建築開発課空き家指導担当☎550―1551

木造住宅の耐震診断を無料で行います
　市では、木造住宅を対象に、簡易な耐震診断を無料で
実施しています。古い基準(昭和56年5月31日以前)で
建てられた住宅の中には耐震性能が低いものがあり、大
地震の際には倒壊してしまう恐れがあります。
　自宅の耐震性能を確かめるためには、耐震診断を行う
ことが必要です。市職員が自宅に伺い診断をしますので、
ぜひご利用ください。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

ブロック塀などの安全点検を
お願いします

　市では、自身でブロック塀などの内部の鉄筋の有無を
探査することができる鉄筋探査機を無料で貸し出してい
ます(要予約)。また、ブロック塀などの点検を簡単に行
える点検票を建築開発課で配布(市ホームページからダ
ウンロード可)していますので、ご活用ください。
　点検の結果、危険性が確認された場合は、通行者への
注意喚起を行うとともに、専門家(一般社団法人埼玉建
築士会☎048―861―8221または一般社団法人埼玉県
建築士事務所協会☎048―864―9313)へ相談するな
ど、速やかに安全を確保するための対応をお願いします。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

スズメバチの巣の撤去費用を
補助します

　市では、スズメバチによる市民への危害を防止し、安
全な生活環境を確保するため、行田市スズメバチの巣駆
除作業補助金交付事業を実施しています。
　この事業は、駆除業者が市内の個人所有地(事業所を
除く)にあるスズメバチの巣の撤去を行った方を対象に、
その費用の一部を補助するものです。

▶申請期間　�令和9年3月31日㈬まで※期間内であっ
ても予算額に達した時点で受け付けを終了
します。

▶補助金額　�補助対象経費の2分の1(100円未満切り捨
て。上限10,000円)

▶そ の 他　�スズメバチ以外(アシナガバチなど)の巣は
補助対象外です。詳しくは市ホームページ
をご確認ください。

▶申請・問い合わせ　環境課☎556―9530

猫を飼っている方へのお願い
　猫はペットとして多くの方に飼われており、私たちにとっ
て身近な動物です。飼い主は、家族の一員として愛情を持っ
て接するとともに、最後まで責任を持って適正に飼いましょ
う。

室内で飼いましょう
　屋外での飼養は、近所の迷惑になるだけでなく、交通事故
や感染症などの危険がたくさんあります。猫の安全を守るた
めにも、家の中で飼うようにしましょう。

トイレのしつけをしましょう
　猫のふんや尿はとても臭います。外で自由にさせておくと、
トラブルの原因となる場合があります。子猫のうちからきち
んとしつけをして、室内のトイレを使うようにしましょう。

不妊・去勢手術をしましょう
　猫は非常に繁殖力が強い動物です。子猫を望まない場合は、
不妊・去勢手術を行いましょう。不妊・去勢手術をすると、
発情期の異様な鳴き声や、他の猫とのけんかなどを減らすこ
とができます。

身元表示をしましょう
　飼い主のいない猫と区別をするために、首輪やマイクロチッ
プなどを身に着けて身元表示をしましょう。飼い主の責任を
はっきりさせて自覚を持つことにもつながります。

猫についての相談
　猫に関する相談は、埼玉県動物指導センター（熊谷市板井
123☎536―2465）で行っています。

▶問い合わせ　環境課☎556―9530

高齢者などのごみの戸別収集
(ふれあい収集)を実施しています

　高齢者や障がいのある方の在宅生活を支援する
ため、家庭から排出されるごみ(粗大ごみを除く)
をごみ集積所まで運ぶことが困難な世帯に対して、
ごみの戸別収集を実施しています。

▶対　　象　�次の世帯のうち、自らごみ集積所へご
みを持ち出すことが困難であり、または
身近な人などの協力が得られない世帯

　　　　　　・高齢者（65歳以上）のみの世帯
　　　　　　・障がい者のみの世帯
　　　　　　・高齢者、障がい者のみの世帯
▶問い合わせ　環境課☎556―9530

人事異動（課長級以上の職員）
●異動　令和8年5月1日付
【部長・参事】
　�参事(広報広聴担当)兼総合政策部企画政策課長
事務取扱　川上清(参事兼総合政策部企画政策課
長事務取扱)

【部次長】
　�健康福祉部次長兼高齢者福祉課長　野辺博彦(総
合政策部次長兼広報広聴課長)

【課長・副参事】
　�総合政策部広報広聴課長　吉田秀和(環境経済部
副参事)　

　�健康福祉部副参事　春日千恵(健康福祉部高齢者
福祉課長)

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

デジタル社会における行田市将来ビジョン（案）に対する意見を募集します
　市では、デジタル技術の急速な進展や社会環境の変化
に対応した持続可能な地域の実現のため、「デジタル社
会における行田市将来ビジョン」の策定を進めています。
　このたび、ビジョンの案がまとまりましたので、市民
の皆さんから、広く意見を募集します。

▶募集期間　6月8日㈪～ 7月8日㈬
▶閲覧場所　市政情報コーナー、南河原支所、市ホームページ
▶意見の提出が可能な方
　⑴市内在住の方
　⑵市内で事業を行っている方または法人・団体など
　⑶市内在勤・在学の方
　⑷市に対して納税義務を有する方または法人・団体など
　⑸�この計画に対して利害関係を有する方または法人・

団体など
▶提出方法　�前項のうち該当する番号⑴～⑸と、個人の

場合は住所、氏名、電話番号を、法人・団体な
どの場合は事務所の所在地、名称、代表者
の氏名、電話番号を明記の上（様式自由）、

次のいずれかの方法で提出してください。
　　　　　　�【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸

2―5 行田市情報政策課
　　　　　　【FAX】553―1355
　　　　　　

▶そ の 他
　・電話や口頭での受け付けは行いません。
　・個別の回答は行いません。
　・�個人を特定できないように編集し、概要を市ホーム

ページで公表します。
　・�意見に基づいて計画を修正した場合は、その内容を

公表します。

▶問い合わせ　情報政策課（内線327・328）

市公式LINE電子申請・
届出サービス
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行田市水道事業運営審議会の委員を
募集します

　市では、水道事業の運営に関して市民の皆さんからの
意見を施策に反映させるため、行田市水道事業運営審議
会の委員を募集します。

▶応募資格　次の要件を全て満たす方
　　　　　　・�市内に1年以上住民登録し、水道を使用

している方
　　　　　　・�満18歳以上で、平日昼間の会議（年1～

4回程度）に出席できる方
　　　　　　・�応募日現在、他の審議会などの委員の職

にない方
　　　　　　・市職員および市議会議員でない方
▶募集人数　若干名
▶任　　期　委嘱した日から2年間
▶応募方法　�7月10日㈮までに水道課で配布している

応募用紙(市ホームページからダウンロー
ド可)に必要事項を記入の上、持参、郵送（必
着）、Eメールのいずれかの方法により提出
してください。

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―0038 行田市前谷
1―1行田市水道課

　　　　　　【Eメール】suido@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法　�書類審査の上決定し、結果は応募者全員に

お知らせします。
▶そ の 他　�提出された応募書類は返却しません。また、

個人情報は当該委員選考の目的以外に使用
しません。

▶問い合わせ　水道課業務担当☎553―0131

新ごみ処理施設整備工事現場見学会
を開催します

　令和10年4月からのごみの受入れ開始を目指し、現在、
新ごみ処理施設の建設工事を進めています。
　この工事は、市民の皆さんに密接に関係するごみ処理
施設の整備であり、また、行田市および羽生市が実施す
る公共工事として例を見ない大規模な工事であることか
ら、両市民を対象とした現場見学会を開催します。

▶日　　時　7月4日㈯午前10時(1時間程度を予定)
▶場　　所　�新ごみ処理施設建設工事現場(行田市粗大

ごみ処理場(行田市大字小針800)東側)
▶内　　容　新ごみ処理施設の概要説明、現場見学
▶対　　象　行田市または羽生市に在住の方
▶募集人数　40人(応募者多数の場合は抽選)
▶申し込み　�6月26日㈮までに行田羽生資源環境組合

ホームページ応募フォームから住所、氏名
など必要事項を入力の上ご応募ください。

▶そ の 他　�会場出入口などの詳細は、
　　　　　　参加者に連絡します。
▶問い合わせ　�行田羽生資源環境組合
　　　　　　総務施設課☎577―8106

納期のお知らせ(6月分)

応募フォーム

納付書や口座振替で納めていただく方（普通徴収)
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1期

納期限　6月30日㈫
・�市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振
替をご利用ください。
・納付の相談は随時窓口で実施しています。

▶問い合わせ　収納課(内線236・237)

年金からあらかじめ差し引かれる方(特別徴収)
6月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③介護保険料
④後期高齢者医療保険料
▶問い合わせ　①税務課(内線231)
　　　　　　②健康課(内線271）
　　　　　　③高齢者福祉課(内線277)
　　　　　　④健康課(内線227）

ねんりんピック彩の国さいたま2026
剣道交流大会における飲食・物品販売
出店者を募集します

▶日　　時　11月8日㈰ 午前9時～午後5時
　　　　　　11月9日㈪ 午前9時～午後1時
▶場　　所　総合体育館(グリーンアリーナ)正面玄関前付近
▶募 集 数　12店舗程度(応募多数の場合抽選)
　　　　　　※�市内事業者を優先とし、7月中に結果を

通知します。
▶出 店 料　無料
▶そ の 他　�詳しくは、市ホームページの「ねんりんピッ

ク彩の国さいたま2026剣道交流大会売店
設置要項」をご確認ください。

▶申し込み　�6月30日㈫までに高齢者福祉課で配布し
ている申込書(市ホームページからダウン
ロード可)に必要事項を記入の上、持参、
郵送、FAX、Eメール、行田市電子申請・
届出サービスのいずれかの方法により同課

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―8601 行田市本
丸2―5 ねんりんピック彩の国さいたま
2026行田市実行委員会(高齢者福祉課内)

　　　　　　【FAX】554―0199
　　　　　　【Eメール】kourei@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ　�ねんりんピック彩の国さいたま2026行田

市実行委員会 (高齢者福祉課ねんりんピッ
ク準備担当)

　　　　　　(内線376)

浮き城だんべ踊り参加者
▶日　　時　7月26日㈰午後6時30分～ 7時(予定)
▶参 加 費　1人100円(保険料)
▶賞　　金　大賞・各部門賞に賞金総額10万円
▶説 明 会　�6月15日㈪午後6時から商工センター 401

研修室で開催します。

ステージ出演者
▶日　　時　7月25日㈯午後4時～ 8時30分（予定）
▶場　　所　まつり会場中央ステージ
▶参 加 費　無料
▶説 明 会　�6月15日㈪午後7時30分から商工センター

401研修室で開催します。

前夜祭飲食・キッチンカー出店者
▶日　　時　7月25日㈯午後4時～ 8時30分
▶出 店 料　�8,000円(市外業者は10,000円)※急遽中

止の場合も返金不可

2026行田浮き城まつり各イベント参加者を募集します
▶出店形態　�飲食での出店またはキッチンカー (間口5

メートル×奥行2メートル)
▶説 明 会　�6月17日㈬午後6時から商工センター 401

研修室で開催します。

いずれも
▶申し込み　�説明会時に配付する申込用紙に必要事項を

記入の上、6月30日㈫午後7時～ 8時に商
工センター 403・404研修室まで提出して
ください。

　　　　　　※�各説明会欠席の場合、参加・出店できな
い場合があります。

▶そ の 他　�祭り当日のボランティアを募集しています
ので、お気軽にお問い合せください。

▶問い合わせ　�2026行田浮き城まつり実行委員会事務局
☎080―3720―3906(土・日曜日、祝日
を除く午前9時～午後5時)

　　　　　　【Eメール】ukishiro.gyoda@gmail.com

▶期　　間　7月4日㈯～ 8月30日㈰
▶会期中の休館日　
　　　　　　�7月20日および8月10日以外の月曜日、

7月21日㈫
▶開館時間　�午前9時～午後4時30分(入館は午後4時まで)
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　【大人】200円　【大学・高校生】100円
　　　　　　【小・中学生】50円 ※団体割引あり

公開講演会
▶日　　時　8月2日㈰午後2時～ 3時30分
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶演　　題　�『近代を生きる商空間～地方都市の町並み

と「伝統」の民俗学～』
▶講　　師　�塚原伸治さん(東京大学大学
　　　　　　院総合文化研究科准教授)
▶定　　員　80人(先着順)
▶申し込み　�6月17日㈬午前9時から行
　　　　　　田市電子申請・届出サービス
　　　　　　または電話で郷土博物館

第36回テーマ展「行田のまちなみと商い」

学芸員による展示解説会
▶日　　時　�7月19日㈰・25日㈯、8月30日㈰午後2

時～ 2時30分※いずれも同内容
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶対　　象　当日入館者
▶そ の 他　事前申し込みは不要

忍町を歩こう
　この展覧会で取り扱う「少し昔」のまちの姿を、実際に
現地を歩きながら紹介します。野外散策の後、休憩をは
さんで企画展示室で展示解説を行います。

▶日　　時　7月4日㈯午前8時30分～ 10時
▶集合・解散　郷土博物館
▶コース(予定)  �諏訪、北谷、忍沼跡、旧忍町信用組合店舗、

本町、新町、天満稲荷など
▶対　　象　中学生以上
▶定　　員　20人(先着順)
▶そ の 他　・�屋外を歩くため、身軽な服装でお越しく

ださい。
　　　　　　・�暑くなることが予想されるため、帽子や

飲み物を必ずお持ちください。
　　　　　　・�雨天や酷暑の場合、内容を一部変更して

行います。※荒天の場合は中止
▶申し込み　�6月21日㈰午後4時30分までに、電話ま

たは直接郷土博物館

▶問い合わせ　郷土博物館☎554―5911
市ホームページ電子申請・

届出サービス

　行田の中心市街地は、忍城の城下町であった頃の町割りを色濃く残しながら近代的な街へと移り変わりました。そ
こには多くの人や物資が集まり、足袋産業に限らず、さまざまな経済活動が盛んに展開されました。
　本展覧会では明治時代から昭和時代にかけての旧城下町エリアを中心に、資料を通じて近代における地域の変遷を
紹介します。

電子申請・
届出サービス

武州忍町勉強家共同広告寿娯録（部分・郷土博物館蔵）
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さしあげます

ゆずってください

▷こたつ　▷茶だんす　▷パイプベッド　▷植木鉢　▷剣道の
防具　▷国語辞典　▷座布団　▷ガスファンヒーター　▷剣道
の竹刀　▷子ども神輿　▷スイングラック　▷冷蔵庫（小型）

▷掃除機　▷植木バリカン　▷エアロバイク　▷双眼鏡　▷衣
桁　▷自転車　▷洗濯機　▷ソファ（３人掛け）　▷スチール棚　
▷ドライヤー

料無種各 （6月15日～7月14日）

※一部の相談についてはメールでの問い合わせもできます。詳しくは市ホームページをご確認ください。

談相
相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

6月23日㈫ 予約は6月1日㈪から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

7月9日㈭ 予約は6月15日㈪から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 6月15日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 7月8日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日（祝日を除く）　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

ひきこもりご家族
・当事者

自宅・公民館など
（応相談・オンライン可） 毎週水曜日※予約制 ①午後1時30分～ 2時30分

②午後3時～ 4時
NPO法人にりん舎
☎080―6570―1734

人権 地域交流センター 7月8日㈬ 午後1時30分～３時30分 人権・男女共同参画
推進課(内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 6月23日㈫、7月14日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

　埼玉県では、小学校、中学校などの学校で保護者
や子どもたちにインターネットリテラシーについて
の啓発講座を行うネットアドバイザーを募集します。

▶主な活動　デジタル社会に生きる子どもたちがリスク
内容　　　 に対処してネットを利活用し、保護者

が適切に見守ることができるよう、埼
玉県が実施する「こども安全見守り講座」
の講師

▶認定期間　2年間(延長あり)
▶主な活動先 ・ 県内小学校、中学校、義務教育学校、

中等教育学校、高等学校、特別支援
学校

　　　　　　・県内保育園、幼稚園など
　　　　　　・県内青少年団体、青少年育成団体
▶謝　　金　 1回当たり5,000円(通信費、資料作成

費、交通費などを含む)※同日同会場で
複数回実施する場合は上限15,000円

▶そ の 他　・ ネットアドバイザーの登録に当たり、
埼玉県が実施する養成講座を修了し、
埼玉県の認定を受け名簿に登録され
ることが必要です。

　　　　　　・ 詳しくは、埼玉県ホームページをご
確認ください。

▶問い合わせ  埼玉県県民生活部青少年課健全育成支
援担当☎048―830―5858

法務局に預けて安心
自筆証書遺言書保管制度
自筆証書遺言書保管制度は、遺言書を自筆で作成した本人

が法務局（本局・支局）に遺言書の保管を申請できる制度です。
　この保管制度を利用すると、遺言書の紛失、隠匿および
改ざんなどを防止することができ、相続開始後にはご家族
などに遺言書が保管されていることを知らせることができ
ます。また、この制度を利用した遺言書は家庭裁判所での
検認も不要です。

▶問い合わせ さいたま地方法務局熊谷支局☎524―8805

埼玉県ネットアドバイザーを募集します
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第76回 “社会を明るくする運動”
行田地区大会を開催します

▶日　　時　7月4日㈯午後1時20分～ 4時
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶内　　容　 【第1部】大会セレモニー【第2部】柿沼武雄さん

(特殊詐欺被害防止マイスター )による講演「特殊
詐欺被害防止ワークショップ～こんな不安を解決
します～」、合唱団「あ を」による合唱

▶入 場 料　無料
▶主　　催　“社会を明るくする運動” 行田地区推進委員会
▶そ の 他　 午前10時～正午に中央公民館第3学習室で、保

護司会・更生保護女性会が犯罪や非行に関する相
談を受け付けます。

▶問い合わせ 地域共生社会推進課地域福祉担当(内線354)

埼玉県内市町村職員採用合同説明会
およびオンライン相談会を開催します

　彩の国さいたま人づくり広域連合では、より多
くの方に市町村職員採用試験などを受験してもら
うことを目的に「埼玉県内市町村職員採用合同説
明会」および「オンライン相談会」を開催します。

【合同説明会】市町村ごとに設置するブースで、
市町村の特色や仕事の内容、職員の募集内容など、
気になる市町村の採用担当者などから直接話を聞
くことができます。
※本市もブースを設置し、参加する予定です。

【オンライン相談会】各市町村の採用担当者など
とのオンライン相談会(Zoomなど)を実施します。

▶日　　時　 【合同説明会】6月30日㈫・7月1
日㈬午後1時30分～ 5時30分

　　　　　　※事前申込制
　　　　　　【オンライン相談会】6月中旬から
▶場　　所　 【合同説明会】さいたまスーパーア

リーナ(さいたま市中央区)
　　　　　　 【オンライン相談会】
　　　　　　広域連合ホームページ
　　　　　　「SAITAMA市町村職員
　　　　　　採用NAVI(採用ナビ)」
▶問い合わせ 彩の国さいたま人づくり
　　　　　　広域連合人材開発
　　　　　　グループ市町村職員
　　　　　　担当☎048―664―6684

6月23日～ 29日は男女共同参画週間です
「ドメスティック・バイオレンス」パネル展示を開催します
▶日　　時　6月23日㈫～ 28日㈰午前9時～午後5時
▶場　　所　VIVAぎょうだ2階
▶内　　容　 ドメスティック・バイオレンス(DV)は、配偶者

や恋人など親密な関係にある、またはあった者か
ら振るわれる暴力です。ドメスティック・バイオ
レンスとはどういうことか、どんな問題があるか
などについて、イラストやグラフを使って分かり
やすく説明します。

▶問い合わせ VIVAぎょうだ☎556―9301

▶対　　象　市内在住でボランティア活動に興味のある方
▶定　　員　10人※先着順
▶受 講 料　1,500円(テキスト代、材料費)
▶そ の 他　 選択講座、修了式の詳細は、申込者に連絡し

ます。
▶申し込み　 6月17日㈬までに電話、窓口、
　　　　　　行田市電子申請・届出サービス
　　　　　　のいずれかの方法により健康課
▶問い合わせ 健康課保健事業担当(内線362)

食生活改善推進員(ヘルスメイト)養成講座

日　時 内　　容

6月25日㈭
午前10時～
午後1時

【開講式】
オリエンテーション、講座、調理実習

場所：VIVAぎょうだ調理室
持ち物：筆記用具、エプロン、三角巾、スリッパ

7月～
令和9年2月

【選択講座】
栄養講座、運動実習など楽しく健康全般の
知識を高めることができる講座を各自選択

令和9年2月
以降

【修了式】
修了証書の授与

SAITAMA市町村
職員採用NAVI

電子申請・
届出サービス

埼玉県ホームページ
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赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　6月22日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　6月23日㈫午前10時30分～11時30分
　　　　　(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護者

のみの参加可）

離乳食(中期)教室(要申し込み)
日　　時　 6月24日㈬午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　 6月5日㈮午前9時30分～11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
　4カ月児健診は、赤ちゃん訪問時にお知らせします。
離乳食(初期)教室、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診については、対象者に通知します。転入され
たお子さんで、前住所地で受診していない方はこども家
庭センターにご連絡ください。

問い合わせ　こども家庭センター☎579―8033

子どもの健康

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

 6月21日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 6月28日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

 7月 5日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

 7月12日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

健康相談 (要申し込み)
日　　時　6月22日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　市役所201A会議室
内　　容   保健師、管理栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣などの相談

こころの相談 (要申し込み)
日　　時　6月16日㈫
場　　所　産業文化会館2A・2B会議室
内　　容　 不安や不眠、生活リズムの乱れなど、心に

悩みのある方の相談
問い合わせ　健康課(内線361～ 364)

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

子どもの健康についての問い合わせ
こども家庭センター（保健センター内）
長野2ー3ー17　TEL：579－8033

おとなの健康についての問い合わせ
健康課（市役所４番窓口）
本丸2ー5　TEL：556－1111
　　　　　　　　（内線361～364）

実施医療機関 (要予約)

7月から「5歳児健康診査」が始まります
　5歳ごろは、自発性や協調性が育ち、社会性が身に
つく大切な時期です。小学校生活をスムーズにスター
トするために、ぜひ受診してください。

場　　所　こども家庭センター (保健センター内)
対　　象　 市内在住で令和3年4月2日～令和4年4

月1日生まれのお子さん
そ の 他　日程などの案内を対象者へ通知します。
問い合わせ　こども家庭センター☎579―8033

男性へのHPVワクチン任意接種費用助成の手続きが不要となります

　右記の市内医療機関で接種した場合、これまで必要
だった償還払いの手続きが不要となりました。
※ 令和8年3月31日以前に接種した方および市外の
医療機関で接種した方は、従来どおり償還払いの手
続きが必要です。

対　　象　 接種日に行田市に住民登録がある小学6年
生～高校1年生相当の男性

持 ち 物　 母子健康手帳、子ども医療費受給者証、マ
イナンバーカード

申し込み　 希望する医療機関に予約をしてから接種し
てください。

問い合わせ　こども家庭センター☎579―8033

医療機関名 電話番号

　行田総合病院 554－0005

　行田中央総合病院 553－3360

　さかつめ内科医院 553－5202

　たけうち呼吸と内科のクリニック 553－7700

　なすクリニック 550－4000

　松原医院 553－6700

　南川げんきクリニック 554－8835

　やまかわ内科クリニック 564－1488

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
埼玉県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センター☎553―
2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時※土・日曜日、祝日、
年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口
6月20日～ 7月19日は「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動実施期間です

　大麻、覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの薬物乱用
が深刻な社会問題となっています。これらの薬物を乱用
すると、自分の意思では止めることが難しくなってしま
い、自分の体や心をむしばむだけでなく、家族や周りの
人々にも大きな影響を与えます。
　薬物乱用防止の正しい知識を身に付け、薬物乱用から
自分自身を守りましょう。また、薬物でお困りの人は、
ご相談ください。

▶問い合わせ　
　加須保健所☎0480―61―1216

食中毒の発生に注意しましょう
　肉の生食や不十分な加熱での摂取は高いリスクがあり
ます。肉は中心部までしっかりと加熱してください。ご
自身の健康や大切なご家族やご友人を守るため、「肉の
生食や半生食は、しない・させない・すすめない」よう
にしましょう。
　また、アニサキスを原因とする食中毒も増加傾向にあ
ります。アニサキスは多くの魚介類にいる寄生虫で、主
症状は激しい腹痛です。予防するために、新鮮な魚を選
び、魚を丸ごと1匹で購入した際は、速やかに内臓を除
去し、生で内臓を食べないようにしましょう。加熱調理
または冷凍（マイナス20℃で24時間以上）をするとより
安心です。

▶問い合わせ　加須保健所☎0480―61―1216

8020よい歯のコンクール
　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な役割
を果たすとともに、生活全般を楽しむためにとても大
切なものです。長年にわたり健康な歯を維持している
方を対象に「8020よい歯のコンクール」を開催します。

日　　時　7月9日㈭※時間は個別に通知
場　　所　こども家庭センター (保健センター内)
対　　象　次の全ての要件に該当する方
　　　　　・ 市内在住で80歳以上の方(令和8年4月

1日現在)
　　　　　・ 自分の歯が20本以上(治療済みの方も可)

ある方で健康な方
　　　　　・今までに当コンクールで表彰経験のない方
主　　催　北埼玉歯科医師会
申し込み　 7月1日㈬までに直接または電話で健康課

（内線361～ 364）

親子の歯科健診・ママパパ歯科健診
日　　時　 6月25日㈭午前9時～ 10時45分（15分

ごとの予約制）
場　　所　こども家庭センター（保健センター内）
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認（希望者のみ）
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　・ 就学前のお子さんとその保護者（健診は

お子さんのみ、保護者のみでも可）
　　　　　・ 妊婦さんとそのご家族
　　　　　　※同一年度内1回の受診
定　　員　30人（先着順）
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児と妊婦の方は、母子健康手帳
申し込み・問い合わせ
　　　　　 6月19日㈮までに直接または電話でこど

も家庭センター☎579―8033
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こ
の
一
節
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、
忍
藩
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部
家
の
家
臣
の
剣

術
指
南
を
務
め
て
い
た
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ご
ろ
う

五
郎
が
、文
化
4

（
1
8
0
7
）年
3
月
に
忍
藩
へ
提
出
し
た
願
書

の
一
部
を
意
訳
し
た
も
の
で
す
。
数
え
年
で
56

歳
、
当
時
で
言
う
と
こ
ろ
の
老
剣
士
で
あ
っ
た

三
五
郎
の
身
に
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　
湯
治
を
願
い
出
た
文
書
を
み
る
と
、
三
五
郎

は
疝せ

ん

癪し
ゃ
く（

胸
や
腹
な
ど
が
急
に
差
し
込
ん
で
痛

む
症
状
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持
病
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
が

近
年
に
な
っ
て
頻
繁
に
痛
み
が
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
初
は
藩
医
の
乗の
り
附つ

け
以い

春し
ゅ
んが
処
方
し
た
薬
を
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用
す
る
も
効
き
目
が
な

く
、沙さ

川が
わ

春し
ゅ
ん
察さ

つ
の
処
方
薬
に
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え
て
も
結
果
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で
あ
っ
た
よ
う
で
す
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藩
医
が
言
う
に
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、
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泉
に
浸
か
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と
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と
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の
で
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模
国
塔
之
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現
神
奈

川
県
足
柄
下
郡
箱
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町
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湯
治
に
赴
き
た
く
、

3
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り
の
お
暇
を
頂
戴
し
た
い
、
と
述
べ
て
い

ま
す
。
湯
治
は
一
般
的
に
7
日
で
1
廻
り
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
3
廻
り
は
21
日
間

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
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文
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13（
1
8
1
6
）年
7
月
に
忍

藩
は
三
五
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関
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現
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安
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す
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所
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お
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は
三
五
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上
州
草
津
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湯

治
に
赴
く
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関
理
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し
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て
い
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。

　
こ
の
よ
う
に
、
老
剣
士
・
三
田

三
五
郎
は
関
東
各
地
の
湯
治
場
へ

た
び
た
び
赴
き
、
持
病
を
含
め
た

心
身
の
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

努
め
て
い
た
こ
と
が
古
文
書
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）

387

87

図書館図書館

●図書館●
佐間3―24―7（「みらい」内）

TEL：556―4227   　　　　　　
FAX：555―3770　　　　　　　

開館時間
午前9時～午後7時

休 館 日
  6月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・
　 22日㈪・29日㈪・30日㈫、
  7月6日㈪・13日㈪

※休館日の図書の返却はブックポ
ストをご利用ください。 
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第24回大人のための朗読会
　小説や絵本などの多様なジャンルの作品を皆さんにお届けする朗読会を開催します。
▶日　　時　7月12日㈰午後1時30分～ 3時50分(午後1時開場)
▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　・「染井の桜」木内昇／著　平凡社
　　　　　　・「シンデレラ」佐野洋子／著　中央文庫　他

24

一人
3
句
以
内
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ふ
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上
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で
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あ
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何
と
も
思
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せ
ぶ
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一
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で
あ
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。月
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る
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あ
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大
空
に
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の
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の
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が
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ま
推
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が
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ら
す
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と
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え
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だ
ろ
う
。現
代
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育
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に
お
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掛
か
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育
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作
者
は
軽
妙
酒
脱
な
俳
句
を
得
意
と
し
て
い
る
が
、掲
句
も
本
領
発
揮
の
い
い
句
で
あ
る
。旬
の

材
料
を
使
う
家
庭
料
理
は
妻
の
独
壇
場
で
、そ
の
蘊
蓄
を
聞
い
て
い
る
ほ
か
な
い
。い
や
、た
と
え
自
分
に

持
論
が
あ
っ
た
と
し
て
も
余
計
な
口
を
挟
ま
な
い
方
が
夫
婦
円
満
の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
な
い
。作
者
は

そ
の
へ
ん
の
さ
じ
加
減
を
心
得
て
い
る
粋
人
で
も
あ
る
。人
生
俳
句
の
軽
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
句
。
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ん
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第72回青少年読書感想文全国コンクール課題図書の貸し出しを一部制限します
　夏休みは課題図書の利用が多くなります。より多くの方に利用していただくた
め、次の期間は課題図書の貸出期間を制限します。
　なお、小学校の部の課題図書は貸し出し用の他、館内閲覧用として特集コーナー
に展示します。
▶期　　間　8月31日㈪まで
▶対　　象　第72回青少年読書感想文全国コンクール課題図書
▶貸出期間　原則1週間

令和8年度読み聞かせボランティア養成講座（高学年から中学生も楽しむ読み聞かせ）
▶日　　時　7月11日㈯・18日㈯午前10時～正午
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　 小学校高学年～中学生向けの絵本を中心に、実践を取り入れながら読

み聞かせを学ぶ。
▶講　　師　小野寺るり子(おはなしボランティア指導者)
▶対　　象　次の全てに該当する方
　　　　　　・ボランティア活動を希望する方
　　　　　　・2日間の講座に参加可能な方
▶定　　員　10人程度(先着順)
▶申し込み　 6月17日㈬～ 7月3日㈮に行田市電子申請・届出サービス、直接、

電話のいずれかの方法により図書館

電子申請・
届出サービス

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

工  場  長　阿諏訪　貴宏
【事業内容】  コンクリート二次製品製造、
　　　　　 石工事など

【所 在 地】 荒木 2144

関東コンクリート工業株式会社行田工場
当たり前の日常を支える階段を

　

深
夜
、
駅
舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段
を
ミ
リ

単
位
で
迅
速
に
据
え
付
け
、
翌
朝
に
は
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
大
勢
の
乗
客
を
迎
え

入
れ
る
階
段
を
製
造
し
て
い
る
の
が
、
昭
和

23(

１
９
４
８)

年
創
業
の
関
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
株
式
会
社(

代
表
取
締
役
野
中
由
紀
子)

の

行
田
工
場
で
す
。

　
同
社
は
、
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段
の
製
造
を

手
掛
け
、
そ
の
製
品
は
東
京
駅
、
品
川
駅
な
ど

日
本
屈
指
の
乗
降
客
数
を
誇
る
メ
ガ
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
は
じ
め
、
全
国
の
鉄
道
駅
や
公
共
施
設
な
ど

で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
施
工
ス

ピ
ー
ド
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
現
場
で
流
し
込
む
一

般
的
な
工
法
と
比
べ
、
同
社
で
は
工
場
完
成
品
を

組
み
立
て
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
方
式
を
確
立
し
、
工

期
を
大
幅
に
短
縮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
終

電
か
ら
始
発
ま
で
し
か
作
業
で
き
な
い
鉄
道
工
事

で
も
迅
速
な
施
工
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

ヒ
ュ
ー
ム
管
、
水
栓
柱
と
主
力
製
品
が
変
わ
る
中
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
品
の
台
頭
と
と
も
に
需
要
が
減
少
。

こ
う
し
た
中
、
自
社
の
要
で
も
あ
る
遠
心
力
工
法

を
活
用
し
た
階
段
が
で
き
な
い
か
と
、
考
案
さ
れ

た
の
が
Ｌ
字
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
階
段
で
す
。
国

内
唯
一
の
遠
心
形
成
機
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流

し
込
ん
だ
型
枠
を
高
速
回
転
さ
せ
、
強
い
遠
心
力

に
よ
っ
て
圧
縮
す
る
こ
と
で
、
余
分
な
水
分
や
気

泡
を
除
去
し
、
水
セ
メ
ン
ト
比
を
低
減
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
に
よ
り
、
内
部
ま
で
緻
密
な
構
造
と
な
り
、

高
い
強
度
と
耐
久
性
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
毎
日

受
け
る
多
く
の
歩
行
負
荷
で
も
30
年
以
上
も
の
安

全
性
を
維
持
で
き
る
理
由
は
、
こ
う
し
た
製
造
技

術
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
隙
間
の
な
い
密
度
は
審
美
性
の
鍵

に
も
な
り
ま
す
。
内
部
に
微
細
な
気
泡
が
残
ら
な

い
た
め
、
研
磨
を
施
す
こ
と
で
天
然
石
そ
の
も
の

の
よ
う
な
滑
ら
か
な
鏡
面
に
仕
上
が
り
ま
す
。
御

影
石
を
骨
材
に
用
い
て
、
職
人
が
磨
き
上
げ
た
表

面
は
、
階
段
そ
の
も
の
が
美
観
を
引
き
立
て
る
気

品
を
ま
と
い
、
東
京
ド
ー
ム
や
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

も
採
用
さ
れ
る
美
し
さ
で
す
。

　
同
時
に
安
全
性
に
も
妥
協
を
許
し
ま
せ
ん
。
弱

視
の
方
の
た
め
の
視
覚
ラ
イ
ン
は
製
造
時
に
一
体

成
形
さ
れ
て
お
り
、
数
千
万
人
が
踏
ん
で
も
剥
が

れ
る
こ
と
が
な
く
、
段
差
の
視
認
性
を
永
続
的
に

維
持
し
ま
す
。
学
校
用
向
け
に
は
子
ど
も
が
つ
ま

ず
か
な
い
よ
う
、
段
鼻(

踏
み
面
の
角)

に
丸
み

を
持
た
せ
、
屋
外
用
に
は
表
面
に
微
細
な
凹
凸
を

施
し
て
雨
天
時
の
防
滑
性
と
排
水
性
を
高
め
る
な

ど
、
利
用
環
境
に
応
じ
た
細
や
か
な
工
夫
も
重
ね

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
が
ち
な
駅
の
階

段
。
そ
の
一
段
一
段
は
、
行
田
の
工
場
で
丹
念
に

作
り
上
げ
ら
れ
、
今
日
も
ど
こ
か
で
人
々
の
生
活

を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

し
込
ん
だ
型
枠
を
高
速
回
転
さ
せ
、
強
い
遠
心
力

に
よ
っ
て
圧
縮
す
る
こ
と
で
、
余
分
な
水
分
や
気

泡
を
除
去
し
、
水
セ
メ
ン
ト
比
を
低
減
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
に
よ
り
、
内
部
ま
で
緻
密
な
構
造
と
な
り
、

三田三五郎の湯治願い
(当館蔵三田家文書)
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ぎょうだ写真帖

4
26

SUN

グリーンアリーナで第139回行田市春季剣道大会が
開催され、出場した選手らが日頃の練習の成果を発揮し
ました。
当日は5つの部に計137チームが参加。会場には優勝

を目指す選手らの竹刀がぶつかり合う軽快な音が響き渡り
ました。また、試合の前後には、選手同士が深く礼を交わ
し、勝敗を超えて相手を敬うなど、剣道が大切にする礼節
を重んじる姿が見られました。

足袋蔵などの日本遺産構成文化財の建物を歩きな
がら巡る「第22回ぎょうだ蔵めぐりまち歩き」が開催さ
れました。
当日は、スタンプラリーや普段非公開の足袋蔵見学

に加えて、ボンネットバスによるガイドツアー、人力車
乗車体験などが行われました。
参加者たちは当時の面影が残る行田の街並みを歩

きながら、当時の産業やものづくりに思いを馳せてい
ました。

18 19
SAT SUN

4

春季剣道大会 5
2
SAT

古代蓮の里ホタルの川でホタル放流会が開催され、約
3,000匹の幼虫が川に放たれました。当日は雲一つない青
空の下、約40人の親子連れが参加。放流会の他、ホタル
の紙芝居鑑賞や歌の合唱が行われました。
放流会では、幼虫の入った紙コップを渡された子どもた

ちが興味深そうに中をのぞき込んでいました。そして、夏の
夜にしか見ることのできない、ホタルの優しくはかない光の
ひとときを楽しみに、思い思いの場所で放流していました。

第22回ぎょうだ
蔵めぐりまちあるき

ホタル放流会

強い風が吹き抜ける中、「第41回さきたま火祭り」がさ
きたま古墳公園で開催されました。開催が危ぶまれる場
面もありましたが、関係者の尽力と安全対策のもと、無
事に祭りの灯がともされました。
古代衣装をまとった一行が松明を掲げて練り歩くと、
会場一帯は炎の揺らぎに照らし出され、神話の世界を思
わせる幻想的な光景が広がりました。神話に基づき、ニ
ニギノミコトとコノハナサクヤヒメにより産屋に火が放た
れると、祭りは最高潮へ。夜風にあおられながらも燃え続
ける炎が、受け継がれる伝統の力強さを印象づけ、訪れ
た来場者は歴史の息吹を感じながら、その光景に見入っ
ていました。
また、11月7日～10日に県内各地で開催される「ね
んりんピック彩の国さいたま2026」の炬火のお披露目も
行われました。
採火された火は、ねんりんピック彩の国さいたま2026
実行委員会会長を務める大野元裕埼玉県知事へ手渡さ
れ、その炬火が来場者の前で高く掲げられました。

第41回さきたま火祭り5
4

MON

動画はこちらから
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催し・募集催し・募集イベント 講座・講演・体験 相談スポーツ 募集 その他

▶�日時　6月27日㈯午前10時30分
～正午
▶�場所　児童センター
▶�対象　小学生まで（未就学児は保

護者同伴のこと）
▶�定員　15人（先着順）
▶�持ち物　はさみ、のり、サインペン
▶�申申・問　6月20日㈯までに二次

元コードを読み取り必要事項を入
力の上送信するか、
直接または電話で
同センター☎554
―5706

▶�日時　6月21日㈰午後2時開演
（午後1時30分開場）
▶�場所　産業文化会館ホール
▶�曲目　マードックからの最後の手

紙、アルメニアン・ダンス・パー
ト1、雨のメドレー、「天気の子」
コレクション他
▶�後援　行田市、行田市教育委員

会、鴻巣市、羽生市教育委員会
▶�問　行 田 市 民 吹 奏 楽 団 青 木 ☎

080―9265―7891

七夕かざりを
つくりましょう

行田市民吹奏楽団
第15回定期演奏会

▶�日時　6月6日㈯午前11時10分
～午後0時10分
▶�場所　商工センターホール
▶�出演　古今亭志ん雀さん
▶�主催　行田地区稲門会
▶�申申・問　永沼☎080―7191―0077

▶�日時　毎月第三月曜日午前10時
～午後3時（月1回）
▶�場所　産業文化会館創作室
▶�内容　プロが指導する絵画教室
▶�講師　横山庄司さん（画家）
▶�定員　5人（先着順）
▶�会費　月6,000円
▶�申申・問　電話で小林☎090―

6045―0801

落語鑑賞会

絵画教室
「アートクラブ未来」

▶�日時　7月18日㈯午後1時30分
開演（午後1時開場）
▶�場所　商工センター 401会議室
▶�内容　明治時代に衆議院議員や岐

阜県知事を務め、治水事業の発展な
どに尽力した湯本義憲（行田市出身
の政治家・治水家）の生涯を学ぶ。
▶�講師　鈴木紀三雄（郷土博物館館長）
▶�定員　100人（先着順） 
▶�問　公 益 財 団 法 人 忍 郷 友 会 ☎

556―9000（月・水曜日のみ）

▶�日時　6月14日㈰午前9時～ 11
時※雨天時は21日㈰
▶�集合場所　忍川・吾妻橋付近（行田警

察署西側の橋から下流300メートル）
▶�内容　ごみを拾う美化活動と生き

物調査
▶�持ち物　作業できる服装※軍手、

ビニール袋は配布します。
▶�共催　行田市民大学、行田市民大

学同窓会「忍川の自然に親しむ会」
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�問　同会事務局田口☎090―1659

―4576

忍郷友会
「忍歴史塾」講演会

忍川美化活動に参加し
川と海の環境を守ろう

▶�日時　8月30日㈰午後1時～ 3時
▶�場所　産業文化会館第2会議室
▶�内容　ホイップデコでオリジナル

シールを作る。
▶�対象　小学1年生以上（小学生は

保護者同伴のこと）
▶�定員　15人（先着順）
▶�参加費　各回1,500円（保険料・

材料費含む）※返金不可
▶�主催　（公財）行田市産業・文化・

スポーツいきいき財団
▶�申申・問　6月27日㈯午前10時か

ら直接または電話で同館☎556
―6371（電話による申し込みは
午前11時から）

はじめてのハンドメイド教室
ホイップデコでシールをつくろう

▶�日時　7月4日㈯午後6時から（女
性は午後5時30分、男性は午後
5時45分集合）
▶�場所　ヴェールカフェ
▶�対象　30～ 40歳の方
▶�定員　男女各8人
▶�参加費　男性4,500円、女性2,000

円（飲み物・軽食付き）
▶�主催　（一社）行田おもてなし観光

局
▶�共催　行田結婚支援センター、行

田市教育委員会
▶�申申　同局の申し込み受付サイト、

または電話でヴェールカフェ
▶�問　ヴェールカフェ

☎ 556―4330 ※
火曜日を除く

▶�日時　6月28日㈰午後2時開演
（午後1時30分開場）
▶�場所　「みらい」文化ホール
▶�曲目　～春夏秋冬 四季巡り～幻

想曲「さくらさくら」、「運動会メド
レー」、「サマータイム」、「歓喜の
歌」、音楽とお話「シンデレラ」
▶�定員　400人（先着順）
▶�入場料　500円（全席自由）※3

歳以下無料
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�申申　直接宮脇書店行田店または二

次元コードを読み取り、Eメール
で代表者氏名、チケット枚数（4
歳以上の方）を入力の上送信
▶�問　行田市音楽家協会鳥羽☎548

―0237

婚活パーティー
レトロ喫茶で逢いましょう

0歳から楽しめる
クラシックファミリーコンサート

▶�日時　8月1日㈯、9月12日㈯午
後1時～ 3時
▶�場所　産業文化会館第2会議室
▶�内容　乾燥したマカロニを使った

リースづくりとエコクラフトでお
花のかわいい小物を作る。
▶�対象　小学2年生以上（小学生は

保護者同伴のこと）
▶�定員　15人（先着順）
▶�参加費　各回1,300円（保険料・

材料費含む）※返金不可
▶�主催　（公財）行田市産業・文化・

スポーツいきいき財団
▶�申申・問　6月27日㈯午前10時か

ら直接または電話で同館☎556
―6371（電話による申し込みは
午前11時から）

はじめてのハンドメイド教室
ナチュラルマカロニリースと
エコクラフトチャームをつくろう

※催し・募集ページにおいて、参加費の記載がないものは全て無料です。

　　　　 加須市浮野の里のハナショウブ
　例年６月中旬ごろまで、浮野の里のハナショウブが見頃で
す。全国水の郷百選、緑のトラスト保全地の豊かな自然に包ま
れて、色鮮やかに咲くハナショウブをお楽しみください。
▶�その他　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
▶�問い合わせ　加須市環境政策課☎0480―62―1111

　　　　 羽生市ムジナモ市場でお買い物を！
　旬で新鮮な野菜やフルーツ、地元の新食感アイスモナカやお菓子をたくさ
ん揃えています。
　花市場より直送の花コーナー、メダカや金魚を取り扱っている生き物コー
ナーも大人気です。
▶�利用時間　午前10時～午後5時
▶�問い合わせ　キヤッセ羽生☎565―5255

北彩タウン情報　～でかけませんかとなりまち～

加須市

羽生市

　行田市文化団体連合会に所属するステージ部門の9団
体が日頃の活動の成果を発表します。
▶日時　7月5日㈰午前10時開演（午前9時30分開場）
▶場所　産業文化会館ホール
▶�主催　行田市文化団体連合会、行田市教育委員会、
（公財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶プログラム　
　【オープニングプログラム】
　 午前10時～ 10時15分：県立進修館高等学校ダンス部
　【特別プログラム】
　 午後2時～ 2時30分：下中条獅子舞保存会

【午前の部】午前10時30分～正午（予定）
参加団体名 出演グループ名

行田市合唱連盟 行田女声合唱団
行田フロイデ

行田演奏家連盟 行田アンサンブル協会

行田吹奏楽連盟 行田市民吹奏楽団
行田うきしろ吹奏楽団

【午後の部①】午後0時30分～ 1時30分（予定）
参加団体名 出演グループ名

行田邦楽協会 太井箏クラブ
邦楽クラブ

行田日本舞踊連盟 寿々司朗の会
西川流　扇由女会

【午後の部②】午後2時30分～ 4時30分（予定）
参加団体名 出演グループ名

行田ハーモニカソサエティー 荒木ハーモニカクラブ
ハーモニカバンド・ポコフレンド

行田詩吟連盟 行田詩吟連盟加盟4グループ

行田市民謡協会 紀静会
謡友会

行田市フラダンス連盟
持田公民館フラの会レフア
桜ヶ丘公民館フラクラブロケラニ
太井公民館フラロケラニ

※�出演時間は目安です。変更となる場合がありますの
で、余裕を持ってお越しください。

▶問い合わせ　ときめきレインボーフェスティバル実行委員会事務局（産業文化会館内）☎556―6371

第29回ときめきレインボーフェスティバルを開催します

広告広告
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�Ì�� � •�™� � � Ì ���� 
ü�™ �� �Ì ���� 
ü � •
 ² � � � Ì ���� 
ü�™ ���� �Ì

�7	B
�
: ���� 
� 	��ï�Ê 	��ï�Ê 	��ï�Ê


����Ô�Ì � � �D ���� �Ô �
� •�™� � � Ì ���� 
ü�T�’

� � �D ���� �Ô 

� •�™� � � Ì ���� 
ü�T�’

� � �D ���� �Ô �
� •�™� � � Ì ���� 
ü�T�’

� � �D ���� �Ô �
� •�™� � � Ì ���� 
ü�T�’

�q
… ���
������ ��

▶ 期間　�¢�½�Ó�”�ç�F�8�‰�5�¤�¢�� �D�¤	f�™ �� �D�¤	f�›
�'���£

▶ 場所　�¢�½�Ó�”�ç
▶ 対象　	–�¶ �� �™ �� �å
\

▶ 

�
�
　	Í�G�w
����Ô�Ì�t�q
…�z
 �G�;�é�›�Ë�€�`�o�z�¢

�½�Ó�”�ç �� �Š�q�^�è�t�Ú
€�{�-�¢	� �� 
��t�m�V����
�¢
ó
:�£�w
��`���ˆ�x�D�{�s�S�z�?�é�'�ÿ�x
Æ�D�{
▶ 問　�æ�>�¢
+�í�È�Í�����x �������•���������•��������

�æ�>�¢
+�í�È�Í�µ� �Û�ï�¬�«�å�Ò 日　時 セミナー名 内容 定員
� � �D � � �Ô 	
�•
² ���� �Ì�™
Y�•

�O�P�ë�”�«�·�Û�Æ�”
�O�P�ë�”�«�›�U�|�¤�w�M�›�0	Å�q�`�h�·�Û�Æ�”�{�À�¿�w�s
�`�M�•
ž�A�s�µ�©�ç�z	ú�Ï�Q�s�r�›�¶�•�{

�¦�ï�å� �ï ������ 
�

� � �D � � �Ô �
�•
² ���� �Ì�™
Y�•

�"�* �·� �7	{�¨�^
R
�"�* �›�Æ�;�`�o�z� �7	{�¨�w�é�.�$�s	{�V�M�›�g�r�`�^
R�b
�”�{

�¦�ï�å� �ï ���� 
�
�q	Ô ���� 
�

� � �D ���� �Ô �
�•
² ���� �Ì�™
Y�•

�&	ì

�…�·�Û�Æ�”�®�•�l�o�ˆ�h�M�¯
�·�®�p�V�”��̄·�®�×
ü�t�ù�O��̄T�’�&
	ì�›�s�–�O

�µ�¯�~�§�ˆ�~
ì
Q�w �� �m�w�¹�:�T�’�×
ü�›�_�m�Š�Ú�`�z�×

ü�’�`�X�Á�g�s�X���Z�’�•�”�“�Ä�•�‡�V�M�w�Î�ï�Ä�›�_�m
�Z�”�{

�¦�ï�å� �ï ������ 
�

� � �D ���� �Ô �
�•
² ���� �Ì�™
Y�•

�×
ü�t�ù�l�h�‡�V�M�›�ß�Q�”�®�å	)
�w����̄,
Å�Œ�Ý

�å	)�w���t���b�”�7	ý�w�ˆ�²�q	,�À�Ð
T�w�Ý�æ�¿�Ä�q�Ã�Ý
�æ�¿�Ä�›�¶�|�z���™�w�'���q	•�R�Ó�å�ï�w�q�o�M�›�ß�Q�”�{

�¦�ï�å� �ï ������ 
�

▶ 場所　�8�J�U�I�� �:�P�V �^�M�h�‡�·�Û�Æ�”�è�¢�^�M�h�‡�¢�¤
���à	ý�N	ú �������£�‡�h�x�¦�ï�å� �ï
▶ 対象　	,	ì�›�1�l�b�”	•
Q
▶ その他　�W�Ç�±�”�Ï�µ���“�¢�8�J�U�I���:�P�V �^�M�h�‡�£

▶ 申し込み　�×�”�Ü�Ö�”�´�T�’�S
��`���ˆ
�X�i�̂ �M�{�¦�ï�å� �ï�·�Û�Æ�”�x�z
²�Ô�‡
�p�t	!�è�Š�º�›�Ý�”�ç�p
ù
Ç� �̀‡�b�{
▶ 問い合わせ　�[�Ä�]	•
Q�©�ß�æ�ž�·�ï

�»�”�x �������•�������•��������

�[�Ä�]�©�ß�æ�ž�·�ï�»�”��	,	ì�§�	�·�Û�Æ�”

�æ�>�¢�w
��±�q
H�3
�Þ�¢�y�£�º�x
²�D
z

� ² 	 E � ½ � , � Š � F � ¾ 
 � � ± � ³
�¢�©�è �� �å �� �D�� �Ô�q�O�£


��±�����
������ 
��¢�� 
��£�y�‰�����
������ 
��¢����
��£�y	• �����
������ 
��¢�•���� 
��£�y
H�3
: �����
������
��¢�����£

�� �D�¤�w�Ÿ�ˆ�y	Z
\ ���� 
��y�8�Ö�s ������ 
��y�®�b ������ 
��y�8	Z�s ������ 
�

�Ù���¢�C�W�•�O�i�t���L�^�•�o�M�”�K�s�h�w�ø
��›�)�`	Í�[�‡�b�{�¢�C�›�Ã� �´�”
[�t�å�;�`�h�‹�w�›

�1�l	��P�t�S�§�Z�`�‡�b�{�]�1�l�w�M�x�z�¿�C�¿�Ì�]�¢�º
¢ �������£�‡�p�{

▶ 日時　� � �D� � �Ô ��™ � � �D���� �Ô 
�•

 ² � � � Ì�™� •�™� � � Ì� ¢�T�~�Ô�5�Ô�z	U
�Ô�›	†�X�£
▶ 場所　�ý�i	Ž�»	ô�;
Ê�ù�æ�>�§�3
�¢�1�¬ ���•���£
▶ 内容　	–
’�°�¸�w
\�”�›�# �� �Ý�”

�Ä�ç�G�w�´�t
 �p	{�V�m�n�l�h�^

¼�w�2�Ô
▶ 問　�>�¤�x �������•���������•��������

▶ 日時　�ƒ � � �D ���� �Ô�z�� �D ���� �Ô�~ ����
�Ô�M�c�•�‹�P�5�Ô�• 
² ���� � Ì �™
Y
�•�z �„ �� �D ���� �Ô�z�� �D�� �Ô�~ ���� �Ô
�M�c�•�‹�P�5�Ô�•�™�� �Ì�™ �� �Ì
▶ 場所　�¬�æ�”�ï�ž�æ�”�Æ�Ý� �ï�ž�æ�”�Æ
▶ 内容　�¤�ž�̄ �ï�w�®�M�h�Ñ�é�ž�p�Ñ

�é�ž�§�”�æ�ï�¬�›�̧ �̀ �‰�{
▶ 対象　���� �@�Ž	Í�w�M
▶ 定員　�ƒ�z�„�M�c�•�‹�� 
��¢
Œ�£	q�£
▶ 持ち物　�¿�ˆ
ú�z�.�­���³�á�”�¶
▶ 主催　�æ�>�¢�Ñ�é�ž�§�”�æ�ï�¬�È�Í
▶ 


�
�
　� � �D ���� �Ô � �‡ �p � t �? �é �p �ƒ

�x�#�>�x �������•���������z�„�x�¤�a
�x �������•��������
▶ 問　 �‰�È�Í �Ä�¿�Á	ý�ª �x � �� �� �� •

��������

�æ�>�w�’
��~�����w�ø
��£
	–
’�°� �̧~	{�“�2

�Ñ�é�ž�§�”�æ�ï�¬�è�2

▶ 日時　�� �D�� �Ô�z�� �D�� �Ô�z ���� �D��
�Ô�z ���� �D�� �Ô�z�©�è �� �å �� �D���Ô�z
�� �D���Ô�w�¤�D�5�Ô�•�™�� �™ �� �Ì
▶ 場所　�æ�>�¬�æ�”�ï�ž�æ�”�Æ�Ý� �ï

� ž�æ� ”�Æ�$ �Ø�S� ‘� |�N� •�è � ��~� � 
 j
▶ 種目　�Ì�µ�­�¿�Ä�Ø�”�ç�¢������ �Ø�£�z

�Ì�Å�Û�ï�Ä�ï�¢�� �Ø�£�z�N�•�¢�� �F�£
▶ 対象　�¢�º�O	E�w	–�~�¤�¶
\
▶ 利用料　�Á�‰�Þ�N�•�å�­�¿�Ä�~�Ì

�Å�Û�ï�Ä�ï�å�­�¿�Ä�?�`	Z�` �� �Š
������ ���¢�Ë�j���ˆ�D�£�z�N�•�Ø�”�ç
� �� �� � � ��z � Ì �Å�Û�ï �Ä�ï � ³ �ß�Ä�ç

�¢�Æ� �é�ï�£������ ���¢�Ë�j���ˆ�D�£
▶ 持ち物　�è�º�d�V
▶ 


�
�
　�b�;�p�Ô�z�Ú
€�‰�ª
ƒ

▶ 問　�‰�ª
ƒ�x �������•��������

▶ 日時　� � �D ���� �Ô ��•�™�� �Ì�‰�q
▶ 場所　�¤���¬�½���H �� �¶	6�è
▶ 演題　�Q�O�Ý	Ú�›
H�„�t�•���²�h

�j�t�p�V�”�\�q�x�?�T�•
▶ 講師　�•�{
•
��^�œ�¢���M�´�ß�”

�Æ�æ�µ�Ä�£
▶ 定員　���� 
�
▶ 参加費　������ ���Þ�ô�Í
\�Ž�<�Á�‰
▶ 問　�j�±�x �������•��������

�æ�>�¬�æ�”�ï�ž�æ�”�Æ
�L�]�™�µ�Ù�”�À�‰�L

�������� �æ�>�Ý	Ú�w�q
�G�æ�è���q

▶ 期間　� � �D � � �Ô ��™ ���� �Ô ��•
² ��
�Ì�™�•�™�� �Ì ���� 
ü�¢ ���� �Ô�x�•�™��
�Ì�‡�p�£
▶ 場所　�ˆ�À���=�q���ž�”�Ä�ª�ß�å�æ�”
▶ 内容　�¢�º�O	E�w�H ���� �s�[�Ä�]


’	[�2�a�q�t�S�Z�”�Ö
¬	��z�•	ä
	��z	Ÿ�4	��z	ù�*�»�w�^
¼�2�Ô
▶ 入場料　�Á�‰
▶ 主催　�¢�¬�R�£�æ�>�¢�ˆ�À�~���=�~

�µ�Ù�”�À�M�V�M�V�R�‚
▶ 問　�‰���x �������•��������

▶ 日時　� � �D ���� �Ô ��•
² ���� �Ì�™�•
�™�� �Ì�¢	!�Z
Ç�Z�x�•�™�� �Ì ���� 
ü
�‡�p�£
▶ 場所　�¤
j�¬���¢�Õ�ú ���• �����£�z�Ë

�   � • �¬ � �� ¢ � { � j �Ê � �� •� �� •� �� £� z 
+
	Ó�¬���¢�½�¿	Ô��
▶ 内容　	E�P�Á�‰
ì�Š�z�A�¸�Z�W�z

�â�•�Á�“�8�Q�z�1
��Í�ï�Ñ�è�¿�Ä
�Á�‰
�
Í�s�r
▶ 後援　���T�¦�è	²�z�›�ú�¿�z�[�Ä

�]�z�[�Ä	ý�	�þ
▶ 問　�[�Ä�T�P�°
`�Ñ�‡
Ê�ù�æ�>�Ë


\�§
æ�x �������•��������

�H ���� �s�]�2�Ö
¬�^
¼�2

�H���� �s�~�•�K�M	E�P�Ã�”

▶ 日時　� � �D ���� �Ô�™ �� �D���� �Ô�w�T
�5 �Ô�¢� - � � �s �£� ² �¤�~ 	 Í �ƒ �« �å �µ � ³
� •
 ² � � � Ì�™ � � � Ì ���� 
ü�²	s	ú	��«�å
�µ�³�•
² ���� �Ì�™ ���� �Ì ���� 
ü
▶ 場所　�¢�½�Ó�”�ç
▶ 対象　	–�¶ �� �™ �� �å
\
▶ 定員　�¤�«�å�µ ���� 
��¢
Œ�£	q�£
▶ 参加費　�¤�«�å�µ ���
������ ��
▶ 


�
�
　�� �D �� �Ô ��•
² ���� �Ì�T�’
ï�ù

�.�­��
í�±
▶ 問　�‰���x �������•��������

▶ 日時　� � �D ���� �Ô 	�•
² ���� �Ì�™ ����
�Ì ���� 
ü

▶ 場所　�¤���¬�½���H �� �¶	6�è
▶ 内容　�Ý�Œ	±�z�.�$�*�¢�0�S�Ý�Œ	Ë

�•�£�z�Ý�Œ	±�' �w�s�r�w�è�2�•�z
�p�¢�'�w�w�h�Š�w�ô�Ä�è�z�Ý�Œ�;
�ó���Ä�è�”�Ç�ï�¬�À�”�ç�w�.�g

▶ 講師　�Ò�Ü�q�þ�¼�µ�©�ï�þ�»
▶ 定員　���� 
��¢
Œ�£	q�£
▶ 持ち物　
 �G�;�é�z�¿�ˆ
ú
▶ 


�
�
・問　� � �D ���� �Ô  � � ‡ �p � t � ? �é

�p�•�¬�A�Å�§�	�·�ï�»�”�~�J�ˆ�L
�•�x �������•��������

�y�8�µ� �Û�ï�¬�­�è

�p�¢	��­�è
�®�Ý�Œ	±�·�Û�Æ�”�¯

▶ 日時　� � �D���� �Ô ��•
² �� �Ì ���� 
ü�™
Y�•
▶ 場所　�7�*�7�" �W�•�O�i�Ð�g�è
▶ 内容　
�� �p�§�¿�Ó�­�”�©�̂ �“�›�̧

�̀ �̂ �s�U�’�z
Q���t�q�’�̃ �•�s�M�þ
�Â
ü�r�•�H�Ä�€�C�w�G
~� �̂›�¶�•�{
▶ 講師　���•�ó� �^�œ�¢�×�”�Ü�Ý�”

�Å�«�¿�©�ï�¬�Ý���è�£�£
▶ 対象　�¢�º�O	E�w �� �@�™	–�¶ �� �å


\�q�f�w�-�¢	�
▶ 定員　
��  ���� 
Ê�¢
Œ�£	q�£
▶ 参加費　� � 
Ê � �� 
� �� �� � � ��Þ�   � � 
 ��w

	Ô�ù ���
������ ��
▶ 持ち物　�¿�ˆ
ú�z�¤�Ó�é�ï�z�~�¯

�Ê�z�µ�æ�¿�Í�‡�h�x	Í�d�V�z	�	ç
�V�»�¦�ç�z�Ú�µ�«
▶ その他　�{�q�q�V�-�­�¢�� �@�Ž	Í

�w�°	,�¶�Ç�£�w
��`���ˆ�x �� �D ����
�Ô 
�‡�p
▶ 


�
�
　� � �D ���� �Ô ��•
² �� �Ì�™ �� �D ��

�Ô 
�‡�p�t�z�Ú
€�z
�?�é�z�æ�>�¢�?� 

�
e�~�§	Z�±�”�Ï
� µ � w � M � c � • � T � w
� M � O � t � ‘ � “ � 7� *� 7� "
�W�•�O�i
▶ 問　�7�*�7�" �W�•�O�i�x �������•��������

�Þ�D�5�Ô�¢	U�Ô�w	Ô�ù�x�P�5�Ô�£�x
�s��

�‰	•�ž�‰�€�h�™�Ý��
C�è�2
�®
�� �p�̧�̀�‰�Ñ�§�¿�Ó�­�”�©�n�X�“�̄

2等陸・海・空士
▶ 受付期間　�å���›�è�a�o	!�Z
Ç�Z
▶ 対象　�Ô�Š��
v�›���b�” ���� �@�Ž

	Í ���� �@�°�¬�w�M
航空学生
▶ 受付期間　� � �D � � �Ô  � �™ � � �D ����

�Ô 

▶ 試験日　�²�� �Í�¼�g�³�� �D ���� �Ô�~ ����

�Ô�M�c�•�‹�T�5�Ô�²�� �Í�¼�g�³ ���� �D
���� �Ô 	�™ ���� �Ô 	�w�O�j�� �Ô�²�� �Í
�¼�g�¢�‚�£�³ ���� �D ���� �Ô 
�™ ���� �D ����
�Ô �� ²� � � Í �¼ �g�¢ � í �£� ³ ���� �D ���� �Ô �
�™���� �D ���� �Ô 	
▶ 試験会場　	!
Ç�Ì�t�S�Œ�’�d
▶ 対象　�Ô�Š��
v�›���b�” ���� �@�Ž

	Í ���� �@�°�¬�w�M
防衛大学校
▶ 受付期間　� � �D � � �Ô � �™ ���� �D ����

�Ô 	
▶ 試験日　� ²� � � Í �¼�g�³ ���� �D ���� �Ô �
�²�� �Í�¼�g�³ ���� �D ���� �Ô 
�™ ���� �D � �
�Ô ��w�O�j �� �Ô

▶ 試験会場　	!
Ç�Ì�t�S�Œ�’�d
▶ 対象　�Ô�Š��
v�›���b�” ���� �@�Ž

	Í ���� �@�°�¬�w�M�¢�ô���~�ô
• �� �å
�Í	.�ƒ�¢�_���ˆ�›���‰�£�£

▶ 問　�w�ô	²�×�ô�B�[�Ä�•�M� �—�Š

æ�ý�i�•�¬�Ä�¿	t�x �������•��������

�×�ô�í�s

�?� 
�
e�~
�§	Z�±�”�Ï�µ


